
ごみステーションのパトロール

私の地域は木曜日・プラスチック、火曜日・可燃ごみの回

収日です。今まで自分の家のごみを出しに行きながら何袋

出ているか位の確認ぐらいでしたが、ごみ減量アドバイザー

になり、袋の中身がルール通り出されているのかチェックす

るようになりました。

★ そこで、次のことが気になりました。

・プラスチックごみの指定袋にペットボトルが無造作に入れ

てあります。ペットボトルは資源回収、店舗回収ということを、

地域に回覧等で知らせる必要を強く感じました。

・ごみステーションを見ると、記名が無い物も、業者は回収

をしてしまいます。これでは誤ってごみの出した方が「ルー

ル違反である」という認識や反省は生まれません。回収業

者の「面倒だから回収して行く」と言う姿勢は、このままでい

いのかと気になりました。

ルール違反ごみについては『しっかり分別！強化月間』な

ど、市民、回収業者双方の強化月間を設ける事を提案した

いと思います。

☆ このミニ情報のカレンダーにて毎月館内で行わ

れる催しをお知らせいたします。催し物がない日で

も、気楽にお出かけください。良い情報交換ができ

ると思います。

★ 修理工房よりお知らせ

包丁とぎ・・毎週水曜日 午後１時より午後３時まで

※一人１本(無料)・・・１日１０本まで
★環境に配慮したグリーン購入のお手伝いとして、エ

コ文具の販売､ペットボトルから作ったネクタイの

販売と、手づくりのリサイクル品、布ぞうり､袋物､

さき織り製品等を販売しています。

平成２４年１０月カレンダー

1 月

2 火

3 水

4 木 和服のリフォーム①

5 金

6 土 休館日

7 日 休館日

8 月 休館日（体育の日）

9 火

10 水

11 木 和服のリフォーム②

12 金

13 土 休館日

14 日 休館日

15 月

16 火 布ぞうり作り ①

17 水

18 木 和服のリフォーム③

19 金

20 土 休館日

21 日 休館日

22 月

23 火 布ぞうり作り ②

24 水

25 木 和服のリフォーム④

26 金

27 土 休館日

28 日 休館日

29 月

30 火

31 水
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◇わくわく講座◇ （参加費 各回１００円）

★布ぞうり作り ２回コース (定員１０名)

☆日 時・・・１６日（火）、２３日（火）午前１０時～午後３時

☆持ち物・・・ゆかた等木綿の布、ものさし３０ｃｍ位､はさみ、お弁当

☆材料費・・・３０円

★和服のリフォーム (作務衣づくり）４回コース (定員６名)

☆日 時・・・４日(木)、１１日（木）１８日(木)、２５日(木) 午前１０時～午後３時

☆持ち物・・・着物または帯（解いてくる）、裁縫道具、手縫い絹糸、型紙用紙、

肩すべり布、ズボン用布、弁当

☆諸費用・・・１００円

体験コーナー

★空き缶のリサイクル

★牛乳パックのリサイクル

少しの時間で作れる物が

あります。

生ごみの堆肥化とごみ減量

わかりやすく、すぐ実行で

きるごみ減量法をアドバイ

スいたします。

さあ！出かけましょう

エコ・ハウスへ

申し込み､問い合わせ先

｢エコ・ハウス｣（上田クリーンセンター内） 上田市天神3-11-31 ℡23－5144
エコ・サポート21ホームページ http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ecohouse/

子どもごみ探検隊 実施される

今年もごみ減量アドバイザーが企画をして「子供ごみ探検隊」が実

施された。『廃棄物処理施設の見学やリサイクル体験を通して、児童

期からのごみ減量や環境に対する意識を持ってもらう。』を目的とし

て、上田市内の小学4年～6年生を対象に30名を募集した。
7月31日良く晴れた暑い日、参加児童は元気いっぱいに全日程を
こなした。施設見学先の水工技研、長野県自動車リサイクルセンター

では、積極的な質問やしっかりとメモをとる姿が印象的だった。エコ

ハウスでは、ごみ分別ゲームや空き缶の小物入れ作りを行い、最後に

は参加した感想を模造紙にまとめた。日ごろ、活発な孫などいない私

は、少々バテ気味だった。

子どもたちのまとめと感想を紹介したい。

・プラマーク付プラスチックをもっときれいにして出す。違反品

（入れてはいけない物）を覚えてプラマーク付のプラスチックに

は入れない。

・ 一台の中古車から色々な部品がはずされ、それぞれに無駄なく

リサイクルされることがわかった。

・ 家庭から出るごみの分別の仕方が分かった。

・ 空き缶などの不用品などから素敵な小物入れが出来、捨てずに

また使える事がわかった。

最後に、この子どもたちが担う未来の上田市に期待をしたいと思

う。




